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市町村名 粟国村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-② 粟国島パークゴルフ場機能拡充事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成24年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容
  粟国村の新たな観光資源として平成24年5月に開業した粟国島パークゴルフ場利用者の利便性を向上させるため、シャワー施設や貯水タン
ク、散水栓等を整備する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 50,925 0

(b)予算現額 52,975 0

(c)増減額(b-a) 2,050 0

(d)繰越額 － 46,331

A．計(b+d) 52,975 46,331

B．執行済額 7,331 44,648

うち交付金充当額 5,864 33,415

次年度繰越額 46,331 －

執行率（％）(B/A) 13.8% 96.4%

予算の状況の説明
・当初、平成24年度内で工事完了の予定であったが、工事請負の入札で３回の不調が続いたため明許繰越となった。
（平成25年９月完成）
・不用額1,683千円は、工事請負費の入札残によるものであり、当初計画どおり事業を実施できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

シャワー室兼更衣室1棟及び散水栓４箇所
の整備

目　標
設計・監理・工

事の実施

実　績
設計・監理・工事の

完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・粟国村の新たな観光資源として平成24年5月に開業した粟国島パークゴルフ場の利便性向上を図るため、シャワー施設及
び脱衣所（ロッカー室）を整備した。また、芝生の安定管理を図るため、倉庫や雨水タンク、散水栓等を整備した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

シャワー室兼更衣室1棟及び散水栓４箇所
の整備

目　標
設計・監
理・工事
の実施

実　績
設計・監理・工事

の完了

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・粟国島パークゴルフ場内にシャワー施設や脱衣所（ロッカー室）が新設された事により、観光客の利便性が向上した。
・倉庫や雨水タンク、散水栓等を整備した事により、芝生の安定管理が図れるようになった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成24年度内に完成する予定だったが、増税前の駆け込み需要等の影響
もあり、入札不調が３回続いた事で事業の遅れが生じ、繰り越し事業となっ
た。　　　　　・粟国島パークゴルフ場の県内外への周知広報不足が課題であ
る。

・今回整備したシャワー施設及び脱衣所を適切に管理するとともに、散水設
備を活用し芝生の維持管理に努める。また、日本パークゴルフ協会に加盟
し、認定コースを取得することで観光客及び大会の誘致を図る。

今後の取り組み方針

粟国島パークゴルフ場を村の観光資源として活用し、新たな観光客を獲得するために、日本パークゴルフ協会に加盟し、認定コースを取得することにより、さらに
（県内外の）大会誘致活動や広報活動などに取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

51,979 51,979 39,280 12,699 0

粟国村

51,979千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○指名競争入札により、企業組織、実績、知識等を勘案し、
委託業者を選定しており、妥当であったと考えている。

○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

委託料

5,985千円

株式会社大洋土木コンサ

ルタント

3,869千円

株式会社大洋土木コンサ

ルタント

2,116千円

株式会社玉新建設

42,000千円

実施設計にかかる委託業務

施工監理にかかる委託業務

建築施工にかかる工事費

賃金

3,259千円

共済費

203千円

備品購入費

532千円

株式会社沖縄三共事務機

532千円

ロッカーの購入

芝管理等に係る賃金

社会保険料

工事費

42,000千円
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東屋１棟及び
安全防止柵約
350ｍの整備

市町村名 粟国村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-③ マハナ崎整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章ー３－（２）ーウ

観光客受入体制の整備

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲー１－（１）

事業内容 観光客や住民の憩いの場である島１番の景勝地マハナ崎の快適性及び安全性の向上を目的に東屋及び安全柵を整備する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 65,482 0

(b)予算現額 62,895 0

(c)増減額(b-a) ▲ 2,587 0

(d)繰越額 － 39,459

A．計(b+d) 62,895 39,459

B．執行済額 23,436 39,459

うち交付金充当額 18,748 31,567

次年度繰越額 39,459 0

執行率（％）(B/A) 37.3% 100.0%

予算の状況の説明
不要額△2,587千円は入札残によるものであり、事業予算は適切に執行された。
東屋のデザイン検討に時間を要したことから、工事が次年度に繰り越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

東屋１棟及び安全防止柵約３５０ｍの整備

目　標
東屋１棟及び安
全防止柵約350

ｍの整備

実　績
東屋１棟及び安
全防止柵約350

ｍの整備

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

平成２４年度で安全防止柵約３５０ｍ及び東屋の設計を行ったが、東屋のデザインの検討に時間を要したことから、工事が次
年度へ繰り越した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

東屋１棟及び安全防止柵約３５０ｍの整備

目　標
東屋１棟及び
安全防止柵約
350ｍの整備

実　績

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

観光地であるマハナ﨑において安全防止柵及び東屋（村無形文化財の「むんじゅる節」の島娘が被る笠をイメージ）が整備された。
今後は、観光スポットとしての認知度をさらに向上させるため、広報活動を実施したい。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平成２４年度で安全防止柵約３５０ｍ及び東屋の設計を行ったが、東屋の
デザインの検討に時間を要したことから、工事が次年度へ繰り越した。

今回、整備した安全防止柵及び東屋を適正に管理する。

粟国村の観光スポットとして、より多くの観光客が島一番の景勝地マハナ﨑を訪れてくれるように広報活動を推進する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

62,895 62,895 50,316 12,579 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○指名競争入札により、企業組織、実績、知識等を勘案し、
委託業者を選定しており、妥当であった。（４回目で落札）

○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

ー

粟国村

62,895千円

永技研株式会社
4,305千円

委託料
4,305千円

マハナ崎東屋・転落防止柵実
施設計及び現場監督員支援業
務にかかる委託業務

工事費
58,590千円

株式会社川平土木
58,590千円

建築工事一式


